
1414

　平成から令和へ御代が移行した。平成天皇の昨
年のお言葉のように、平成時代には自然災害は何
度か発生したものの、日本にとっては戦争のない
平和な時代であった。しかし平成の30年間に問題
がなかったわけではなく、政治では安定しない時
期があり、バブル経済の頂点から出発した経済は
急速に失墜し、世界の企業の時価総額順位の上位
から日本企業は完全に駆逐されてしまっている。
それ以上に、日本の社会に長期の影響をもたらす
課題がある。格差の拡大である。
　これは日本だけではなく世界に共通する課題で
もあり、イギリスの研究機関オックスファムが驚
嘆する数字を発表している。世界の人々の資産の
順番で下位から人口の半分までの資産を累計す
る。その金額と上位の何人の資産の合計が同額に
なるかという計算結果である。2010年には上位
388人の資産と下位35億人の資産が同額であった
が、15年には上位62人、18年には上位８人と同額
になっている。貧富の格差は急速に拡大している
ことになる。
　日本についてはジニ係数で検証してみる。これ
は国民全員が均等の所得であれば「０」、１人が
独占して残余は所得なしであれば「１」となるよ
うな計算をする。貧富の格差があるほど数字は増
大する。課税や社会保障などで調整する以前の当
初所得では、平成時代の最初の1989年には0.43で
あったが、平成末期には0.55に増大している。調

整してからの数字でも0.33から0.38に増加してい
る。0.4以上では安定しない社会になるといわれ
るから、その境界に接近している。
　この原因を明確にしたのはフランスの経済学者
トマ・ピケティが、2013年に発表した大部の著書
『21世紀の資本』で、過去200年余の統計を調査
し、資産の増加の比率は所得の増加の比率を上回
ることを証明したのである。要約すれば金持はま
すます金持になるということになる。日本では60
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歳代の１人当たり資産は30歳代の資産の４倍で、
人口も60歳代以上が全体の33％になるという社
会であり、この状況を大人が変革することは困難
である。

　そこで最近、注目されるのがＺ世代である。ア
メリカでの定義であるが、大略1960年から75年ま
でに誕生した世代をＸ世代、75年から95年までに
誕生した世代をＹ世代、それ以後、2010年くらい
までに誕生し、現状では10歳から25歳までの若者
がＺ世代と名付けられている。Ｚ世代は世界に20
億人が存在し、誕生したときから周囲にパーソナ
ルコンピュータとインターネットが遍在し、それ
らに習熟しているため「デジタル・ネイティブ」
という呼名もある。
　この世代は2001年のアメリカの同時多発テロ
事件、2008年のリーマンショックなどで苦悩する
両親などと身近に接触し、社会意識が明確であ
る。その代表が現在19歳のＤ・ホッグである。昨

年２月のフロリダの高等学校での銃撃事件を体験
したホッグは、翌日から毎日のようにテレビジョ
ン番組に出演し、全米ライフル協会などを攻撃
し、全米で抗議デモを組織してきた。そのツイッ
ターは100万人以上が視聴し、全米最強の10代と
命名されている。
　日本にも存在する。現在29歳の坂
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時代から世界規模の学生団体に参加してモンゴル
やフィリピンで仕事をし、帰国してから四国の山
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に移住、ゴミの減量を仕事と
するNPO法人の代表となり、環境問題を解決する
循環経済について世界に発信している。注目され
たのは、今年１月にスイスで開催されたダボス会
議で世界各国の政界や財界の首脳が参加する討論
を、世界銀行総裁やマイクロソフトCEOなどとと
もに運営進行したことである。
　誌面の関係で日米１人ずつを紹介したが、17歳
でノーベル平和賞受賞者になったマララ・ユスフ
ザイが象徴するように、世界を変革する若者は世
界各地に多数登場している。日本は高齢社会とは
いえ、失墜している経済の再生、拡大一方の格差
の是正など令和時代が直面する課題を、過去を経
験しすぎた人々が解決するのは困難である。毛沢
東の言葉のように革命の遂行には「若者・無名・
貧乏」が必須条件である。ビジネスにおいてもＺ
世代に注目すべき時代である。
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